







その他のタイトル Transformation from Shojo Manga Magazine to
Shojo's General Magazine : Characteristics of











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図11　 和 央 明『 姫 ギ ャ
ル・パラダイス』４巻，
p.69．
図12　和央明『姫ギャル・パラダイス』４巻，pp.88-89
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ちおとめが披露するのは「女の分かれ道ゎ　ただひとつ．　かわいくなろうと
するか・しないか．」という，徹底して「かわいさ」に準拠した二分法的な人
生哲学である．
　さらに，このページでは，リボンやフリル，デカ目に巻き髪など，数々の
「かわいい」意匠に彩られたとちおとめが読者を見据えるように正面を向き，
画面全体を統辞する超越的な位置に据えられる一方，その下部にはギャル風の
女性が明るく微笑む姿と，「地味」な外見の女性が俯き加減に歩く姿が挿入さ
れ，両者は「かわいくなろうとするか・しないか」という「女の分かれ道」の
アレゴリーとして表象されている．
　この場面が象徴的に示すように，「姫ギャル・パラダイス」がキャラクター
に，そして読者に推奨するのは，自身の外見にたえず注意を払い「かわいい私」
を演出することにほかならない．「かわいさ」は女性をエンパワーする方途と
して，あるいは社会関係資本＝「モテ／人気」の資源として顕揚される一方，「か
わいくないこと」，「かわいくなろうとしないこと」は，少女の怠慢として容赦
なく否定されてしまう．言い変えれば，この物語において「成長」というモチー
フは，「かわいく」なるための自分磨きの論理に徹底して回収されているので
あり，そこに反省的意識が差し挟まれることも，オルタナティブな選択肢が提
示されることもない．少女の主体化を促すのは，クリエイティブな才能でも，
知性や教育でもなく，ただひたすら「かわいい」という美学を奉じ，自らを「か
わいらしく」演出することにしかない．こうした「姫ギャル・パラダイス」を
貫く，「かわいい」という「女の子」的美学に立脚した自己啓発的論理は，「女
のコはね　誰だってきれいになれるんだよ」44（「ビューティポップ」），「かわい
くなれない女の子なんていない」45（「極上!!めちゃモテ委員長」）など，多くの
『ちゃお』作品に通底するものであると同時に，「かわいい」という美学的イデ
オロギーを所与の前提に据え，それを消費社会へと媒介する諸装置を組織・整
備していったこの雑誌が少女読者に呼びかける中核的なメッセージであったと
いえる．
６　「総合誌」への少女マンガの再包摂
　マンガ研究者のジャクリーヌ・ベルントは，日本マンガがグローバルに波及
するなかで，国内外を問わず，若年層において「ジェンダー秩序の思想的疑問
視やメッセージ志向の読書」といった物語の意味解釈に比重を置いた読者経験
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が次第に衰退している点に着目し，代わりに「記号の戯れ，中でも意味内容よ
りもキャラ萌えや，仲間との関係を媒介するような記号に魅了されている」傾
向が強まっていることを指摘している46．ベルントはさらに「解釈志向の近代
主義的読書からの逸脱を促し，二次創作からブログを経てコスプレに至るま
で，マンガへの，きわめて能動的な「参加」を招いている」47とし，マンガの
読書経験が意味解釈の「深読み」から，読者の身体性を孕んだ「参加」やテク
ストの二次利用へと推移しているという示唆に富む見解を示している．
　こうした現代のマンガ文化における受容経験の変容を視野に入れれば，「姫
ギャル・パラダイス」というテクスト，そして『ちゃお』というメディアは，
まさしくテクストの精読と意味解釈という近代的なパラダイムからは漏れ出
る，多様な「参加」を可能にする場であったことがわかる．読者モデルの公開
オーディション制度や「ちゃおガールズコレクション」などの祝祭的空間の演
出，「ちゃおスタイル」という独自ブランドの確立，さらにはその実売店であ
る「ちゃおスタイルショップ」の設立など，『ちゃお』は読者に対して自身の
外見や生活空間を多彩に飾り立て，消費文化に参与／従属するための様々な仕
掛けを誌面の内外に配備していった．また，マンガ・テクストにおいても，付
録や読者投稿欄との連関，副次的テクストやメディア・イベントの拡充など，
マンガ・テクストとその外部を有機的に関連づけることで読者同士の紐帯や
「参加」を促すとともに，「姫ギャル・パラダイス」に典型的に示されるように，
外見の修辞することに対する少女読者の欲望を充足する題材を積極的に採用し
ていった．さらに，そこにおいては，ときにテクストの自己完結性や物語の首
尾一貫性を寸断するように，説話論的秩序から遊離した実用的情報が図解的に
挿入され，キッチュな視覚性が前景化されていった．
　こうした『ちゃお』の表象戦略の基底をなすのが「かわいい」という感性的
要件であったことは言うまでもない．たとえば，『ちゃお』編集部の植田優生
紀はインターネットサイト「ウートピ」でのインタビューにおいて，付録を製
作するうえで「『ちゃお』の一番の敵は“地味”」であり，「雑誌がズラッと並ん
でいる中でも目について，思わず「可愛い」と口にしてしまうような」付録を
作るよう心がけていると証言している48．この植田の証言が示唆するように，
『ちゃお』では付録やマンガはいうに及ばず，様々な企画や場を通じて「かわ
いい」という「少女」的感性と共振する視覚的な仕掛けや工夫が施されていっ
た．それは「未成熟」であることを言祝ぎ，「女子」という呼称がしばしば成
人女性にも適用されるようになった2000年代の女子文化の潮流と共振するも
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のであるとともに49，「愛らしさ」，「明るさ」，「無邪気さ」，「子供らしさ」といっ
た社会が少女に要請する規範的価値を読者に馴致するイデオロギー装置でも
あったといえる．
　そして，こうした「かわいい」への指向性は――「姫ギャル・パラダイス」
に典型的に見出されるように――少女層から本質的な意味での社会性や主体性
を排除する契機となるものであるが，他方，「かわいい」という美学を共有す
る者たちの心理的・感性的紐帯を強化するという両義的な役割を果たすもので
もあった．たとえば，石子順造が紹介した先述の手紙において，送り主の少女
が「ほんとに男の人にはわからないでしょうね」，「わかってという方が無理だ
けれど」と，中年の男性である石子と自身との感性の差異を強調していたよう
に，少女マンガにおける図像表現は，しばしば男性読者から「不気味」50とい
う修辞を喚起しながらも／それゆえに，それを美的に感受することのできる成
員同士の内部の紐帯を強化する視覚的媒体でもあった．
　そして，2000年代以降の小学生向け少女マンガ誌，とりわけそのなかでも
『ちゃお』は，こうした図像表現に留まらず「かわいい」というキッチュな感
性的要件を視覚的・身体的に享受し，具現し，分有するための仕掛けを過剰な
までに配備することで，徐々に少女マンガ誌という枠域を越え，少女向け「総
合誌」としての体裁を整えていった．物語の「深読み」よりも「かわいさ」へ
の感性的な没入を，ジェンダー秩序の再考よりもキャラクターへの「萌え」を，
マンガの自律性よりも間メディア性を重視し，散漫で遊戯的なコミュニケー
ションを誘発／規範化する場としての『ちゃお』．こうした『ちゃお』を貫く
表象／受容の原理は，現代日本において進行する少女マンガの位相転換の一端
を照射するものといえるが，それは同時に1970年代に醸成された「かわいい
カルチャー」の延長線上において，総合誌のもつ多様性・雑多性のなかに「マ
ンガ」というコンテンツを再包摂していったこの雑誌が辿る，いわば必然的な
帰結でもあったのである．
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